
取組

期間
令和３年12月1日～令和４年2月28日

昨年の冬季特有災害の発生状況（休業４日以上、福井県）

転倒災害が最も多く発生し、骨折による休業が最も多くなっています。

●余裕をもって、急がず、短い歩幅で歩く
～あせらない 急ぐ時ほど落ち着いて～

●足のサイズにあった滑りにくい靴の着用
水・油用の耐滑靴も、雪や氷の上では滑ることがあります

●凍結防止剤の散布、除雪・融雪の徹底
●除雪・融雪するためのマットの敷設 など

スリップによる
交通災害を防ぐために

除雪機械による災害を防ぐために

・早めの冬用タイヤ装着！
・急ハンドル、急ブレーキ、
急発進はしない！

・無理のない走行計画！
・交通安全マップの作成！

・機械の故障、点検時には
エンジン停止！

・運転時には周囲を確認！
・除雪範囲内への立入禁止
徹底！

・２名以上での作業を！
・保護帽と墜落制止用器具
の着用！

・作業計画を策定！
・作業指揮者を選任！

屋根除雪中の墜落災害を防ぐために

冬季無災害運動推進中！

＜ヒートマットの設置例＞
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